
2014年11月17日 

プレスリリース 

フェアトレードの専門ブランド「ピープル・ツリー」は、2014年春夏に発売して以来人気の「フェアトレード・コーヒー
バッグ」に、ペルー産に加えて新たにラオス産とルワンダ産をラインナップ。11月13日（木）より発売開始しました。 

地域を分け、生産者を限定してつくったコーヒーは、それぞれの香りやうまみ、苦味なども違った味わいを持って
います。「ペルー産以外の豆もコーヒーバッグが欲しい」というお客さまのご要望にお応えしました。 

コーヒーバッグの特徴として、長く浸すことによって濃さを調整でき、旨味成分である油分を余すところなく引き出
すことができます。 

オフィスやアウトドアには手軽に淹れられるコーヒーバッグを。家では丁寧にドリップコーヒーを。シーン別にフェア
トレード・コーヒーをお楽しみいただけます。 
寒さが深まり、温かいコーヒーがより美味しく感じられるこれからの季節、ぜひ、貴社媒体にてご案内ください。 
 
  ※なお、ラオス産のコーヒー豆はその販売価格の一部を積み立て、生産者協同組合のキャパシティビルディングに 

  役立てています。積立金の活用事例は、次ページの報告をご参照ください。 

ペルー 

840円（税込907） 

ディ・カフェ（ペルー） 

1,200円（税込1,296円） 

※特許製法で化学薬品を使わず
カフェインを除去しています 

ルワンダ 

920円（税込993円） 

NEW 

ラオス 

840円（税込907円） 

NEW 

【飲み方】 

ティーバッグのように、カップにコーヒーバッグを1個入れ、熱湯を注いで、4～5分待つだけ。 
平袋なので、カップの中でお好みの濃さになるように振るのがポイント。 
 
【環境配慮ポイント】 
コーヒーバッグは、土に還るとうもろこしの繊維でつくられています。 
個別包装を省き、保存用にファスナー付きの外袋を使用しています。 
 
【産地別、味わいの特徴】 
ルワンダ：深い味わいとやわらかな酸味、鼻にぬけるような甘さが特徴です。 
ラオス：豊かな香りと良質な苦み、やさしい甘みが口のなかにゆっくりとひろがります。 
ペルー：高地特有の豊かな香り、やわらかな甘みとすっきりとした味が特徴です。 

【フェアトレード・コーヒーバッグ】 全ラインナップ 
4点共通／内容量：8ｇ×10袋 

美味しい＆お手軽で、大人気！ 

「フェアトレード・コーヒーバッグ」に 
ラオス、ルワンダ産が仲間入り 

 



■ ピープル・ツリーについて  www.peopletree.co.jp 

ピープル・ツリーは、人と地球にやさしい貿易＜フェアトレード＞を行う会社「フェアトレードカンパニー」のブランド名です。 

アジア、アフリカ、南米の10ヵ国、約150団体と共に、オーガニックコットンをはじめとする衣料品やアクセサリー、食品、雑貨など、
手仕事による商品を企画開発・販売しています。ピープル・ツリーは、WFTO（世界フェアトレード機関・www.wfto.com）の製品

認証を受けており、公正な価格の支払いやデザイン・技術研修の支援、継続的な注文を通じて、環境を害さない持続可能な
生産を支えています。 イギリスでは2001年設立の姉妹会社｢People Tree Ltd｣が展開しています。 

  

本プレスリリースや取材の申し込みに関するお問い合わせは：  

ピープル・ツリー （担当： 鈴木啓美）   電話： 03-5731-6671  ファックス： 03-5731-6677  メール： pr@peopletree.co.jp 

2014年11月17日 

プレスリリース 

■ 生産者情報 ■ 
 
◆ ラオス：JCFC 
 
JCFCは11の村からなる“農民による農民のための協同組合”で、中でもカトゥ
アット村は国際NGOオックスファムの支援により高品質のコーヒー生産に取り
組んできた意欲あふれる村です。ボラベン高原で豊かな森の恵みを共生し、
肥沃な大地を活かし、ていねいにコーヒーを育てています。味は優れています
が、病害に弱く収量も多くはない希少種、アラビカ種ティピカが栽培されていま
す。ピープル・ツリーでは、ラオスコーヒーの売上の一部を積み立て、彼らの生
活や自然を守る活動に役立てています。 
 
※支援のご報告 
取り扱いを開始した2013年4月～2014年10月の販売数5,383パック分（仕入れ
た生豆の総量約2,160kg分相当）の寄付金138,240円を、カトゥアット村の新し
い倉庫の建設に役立ててもらいました。 
現地ではフェアトレードによる輸出が順調に伸び取扱量が増えるに従い、収
穫した生豆の保管場所が手狭になり、倉庫を広げる必要がありました。新しい
倉庫が出来ることで大切な生豆を安心して保管することが可能になり、さらな
る品質の安定と向上に貢献します。 
 
 
 
 
 
 
◆ ルワンダ：COOPAC 
 
眼下に標高1,460mのキブ湖が広がる、ルワンダ西部の高地にあるコーヒー生
産者協同組合で、6つの農民グループにより構成されています。豊富な雨量と
豊かな土壌に恵まれたルワンダの高地はコーヒー生産に最適と言われます。
COOPACでは、品質改善に力を入れた活動を行なってきた結果、2008、2010、
2011年にCup of Excellenceを受賞しています。また、フェアトレードで得たプレ
ミアムは、小学校の設立や乳牛の配当などに利用され、この地域の人々の生
活水準向上の支援につながっています。 
 
 
 
◆ ペルー： COCLA 
 
1967年に設立された小規模農家の組合で、伝統的な有機栽培を促進しなが
ら、栽培、加工、販売、輸出まで自ら行い、生産者の安定した収入を支えてい
ます。ペルー南部マチュピチュ遺跡から車で5時間の標高1,500～1,800mの高
地で栽培しています。組合員は23グループ、約8,000世帯で、年間の生産量は
10,000トンになり、ペルー全体の約4%にあたります。うち5,000名が有機認証、
フェアトレード認証を取得しています。ピープル・ツリーはCOCLAのコーヒーを
10年以上にわたり販売しています。 © ATJ 
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